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 透明なゼリー状物質に包まれた多数の粒（図 1）。この物質が何か知っ

ていますか？これは，ユスリカの卵のかたまり（卵塊）なのです。 

 ユスリカという名前は知らなくても，春から秋にかけての夕方に小さ

な虫が柱状に群がり飛び回っているのを見たことがあると思います。そ

の正体が，「ユスリカ」という昆虫です。水底の泥の中に筒状の巣を作

り，その中で体をゆすっている様子から「ユスリカ」という名前がつき

ました。 

 

ユスリカ類について 

 ユスリカ類は日本では約 1000種類が知られており，セスジユスリカなどは不快害虫として有名です。 

 成虫は蚊とよく似ていますが，口は退化して吸血できず，寿命も 1 週間と短めです。メスは透明な寒

天状物質に包まれた卵を水際に産卵し，幼虫は側溝や河川の底に溜まった泥を食べて成長するので，水

の浄化に役立っています。 

 

ユスリカ類による被害 

 汚れた水域から大量に発生した成虫が，灯りに引き寄せられて家屋に飛来します。不快の原因となっ

たり，洗濯物に付着したりして問題となります。また，死骸の破片がアレルギー疾患を誘発させること

があるほか，食品工場で混入異物として見つかることもあります。 

 

ユスリカ類の防除 

 ユスリカ類は照明から出る短い波長（紫外線）の光に引き寄せられます。このため，紫外線の少ない

照明（防虫用蛍光灯）に取り換えたり，窓に紫外線遮断フィルムを張り付けたりすることで飛来を抑制

出来ます。また，網戸や防虫ネットにより，隙間からの屋内侵入を軽減出来ます。 

図 1：ユスリカの卵塊 
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